
記載例４　　　　預入額変更 例：財形年金の場合。

　※日付欄に元号ない様式（平成30年度作成様式）では、「平成」等元号を手書きで記載してください。

　　「平成」と記載のある従前の様式についてはそのままお使いいただけます。

固定電話がない場合は、携帯番号を記入する。

（別記様式第３号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１．控除預入額の変更

1 0
5 0
5 0

2 0

0

6 0

２．控除、預入等の変更

◎解約金の振込指定口座（但し、生・損保のみ）

３．非課税限度額の変更 （財形年金・財形住宅の場合の変更時に記入してください。）

0 0 任命 2

貯蓄 申告書
４．事業主（賃金の支払者）・

店舗の変更 税務署長　殿 　　　　　年　　月　　日

※個人番号
店舗

※限度額変更･廃止の場合は個人番号の記入は不要です。
次のとおり申告します。

百万 万 0 0 0 0 円 百万 万 0 0 0 0 円

0 0 0 0

店舗

法人番号 7000020100005
※欄に記載した事項は

事実と相違ありません。

変１教5/1　28.8

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください。
　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです。

１ ． 一 般 財 形

２２３ １１１１
０２７ ○○○ ○○○○

○○

３７１ ８５７０
前橋市大手町１－１－１

０２７

△△△ □□□ 支店
支社

※空欄では、　「変
更がない」のか「控
除しない」のか判断
できず、トラブルの
元となるため。

引き落としをしな
い欄にも、　必ず
「０」を記入し、変
更前、変更後と
も空欄のないよ
うに記入する。

所属名

※
変
更
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

契約取扱
金融機関

職員番号

氏名

フリガナ

住　　所

変
更
前

所属コード

毎　　月 千円

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

２ ． 財 形 年 金

○○小学校
金融機関

コード

３ ． 財 形 住 宅
千円毎　　月

変更１

勤務先の長の印
（所属長確認印）

（金　融　機　関 用）

千円

千円

千円

性
別

男　・　女

生　年　月　日

※職員番号を誤る
と、別の人から控除
されてしまいます！

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

一般貯蓄

年金貯蓄

住宅貯蓄

変
更
前

届
出
印

赤
城

１２月

毎　　月

千円

期末
勤勉
手当

６月 千円

生命保険の保険料

１．中断　　２．再開　　３．解約変更内容

口座番号

変
更
後

名称

最高限度額

店　　舗

勤務先

期末
勤勉
手当

財産形成非課税

期末
勤勉
手当

６月 千円

名称

所在地

フリガナ

千円

毎　　月 千円

千円

変
更
前

千円

変
更
後

銀行

６月

千円

千円

期末
勤勉
手当

６月

毎　　月

１２月

期末
勤勉
手当

６月

１２月 千円

３ ． 財 形 住 宅

１２月

変
更
後

毎　　月

１ ． 一 般 財 形

１．中断　　２．再開　　３．解約変更内容

２ ． 財 形 年 金

変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約

千円

１２月 千円

期末
勤勉
手当

６月 千円

１２月

支店

変更前 非課税限度額 千円 変更後 非課税限度額

・　　　・

・　　　・

異動年月日

届出印

※すでに非課税扱いの申告をしている
最高限度額の合計額

変　更　前 変　更　後

預　　　貯　　　金

合 同 運 用 信 託

損害保険の保険料

氏名

千円

年金
住宅

　　　　　年　　月　　日

財産形成貯
蓄の受入機
関の営業所

等

所在地

名　称

所在地

勤務先の長の印

・　　　・
・　　　・
・　　　・

変更事項
名　称

所在地

賃金
の支

所在地

名　称

届出日を記入する。

限度額変更・異動
勤務先異動・廃止

変　　更　　前

勤
務
先

住所

貯蓄の種別

届出印は１～
５枚目まで、
もれなく押
す。

貯蓄の種類
口　座　番

号又は契約

変更届（預入額等）

（いずれかを○で囲む）

支店支社
コード

昭和　　２
平成　　３

群馬県教職員財産形成

連絡先電話番号

賃
金
の
支
払
者

勤
務
先

所属長は内
容を確認のう
え、１．３．４
及び５枚目に
所属長印（公
印）を押す。

太線の枠内は、
すべての項目に
記入する。

特に職員番号
は、誤りのないよ
う確認し、正しく
記入する。

所在地

名　称

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて
訂正印を押してください。

預入額の変更の
みの場合は、記
入不要。

※万一未記入の
場合には、０円と
して処理します。

賃
金
の
支
払

所在地

名　称

変　　更　　後

教

1

○○○

小学校

長の印



記載例５　　　　非課税限度額変更 例：財形年金の場合。

　※日付欄に元号ない様式（平成30年度作成様式）では、「平成」等元号を手書きで記載してください。

　　「平成」と記載のある従前の様式についてはそのままお使いいただけます。

固定電話がない場合は、携帯番号を記入する。

（別記様式第３号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１．控除預入額の変更

２．控除、預入等の変更

◎解約金の振込指定口座（但し、生・損保のみ）

３．非課税限度額の変更 （財形年金・財形住宅の場合の変更時に記入してください。）

1 5 0 0 3 5 0 0 任命 2

貯蓄 申告書
４．事業主（賃金の支払者）・

店舗の変更 税務署長　殿 平成　○○年○○月○○日

　アカギ　　　　タロウ ※個人番号
店舗

※限度額変更･廃止の場合は個人番号の記入は不要です。
次のとおり申告します。

1 5 0 0 0 0 0 円 3 5 0 0 0 0 0 円

2 0 0 0 0 0 0

店舗

法人番号 7000020100005
※欄に記載した事項は

事実と相違ありません。

変１教5/1　24.8

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください。
　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです。

届出印

赤
城

　前橋市大手町１－１－１

○○小学校 ○○

１２月 千円

６月 千円

金融機関
コード△△△ □□□

３７１ ８５７０
前橋市大手町１－１－１

０２７
０２７

所属コード

支店
支社

財産形成非課税 限度額変更・異動
勤務先異動・廃止

非課税限度額 千円

年金
住宅

２２３ １１１１

毎　　月

３ ． 財 形 住 宅

届出日を記入する。

変更前の（現在申
告している）非課
税限度額を記
入。

変更後の（希望
する）非課税限
度額を記入す

る。

届出印は１～５
枚目まで、もれ
なく押す。

すでに申告している非課税限度額と合わ
せて５５０万円を超えることはできません。

賃
金
の
支
払

所在地

名　称

所属長は内容
を確認のうえ、
１．３．４及び５
枚目に所属長
印（公印）を押
す。

太線の枠内は、
すべての項目に
記入する。

特に職員番号
は、誤りのないよ
う確認し、正しく記
入する。

届出日を記入する。

届出印は１～５
枚目まで、もれ
なく押す。

貯蓄の種類
口　座　番

号又は契約

所属名

支店支社
コード

変　　更　　後

賃
金
の
支
払
者

勤
務
先

所在地

名　称

所在地

名　称

名　称

所在地

変　　更　　前

勤
務
先

氏名

住所

フリガナ

勤務先の長の印

平成○年○月○日

財産形成貯
蓄の受入機
関の営業所

等

所在地

名　称

・　　　・
・　　　・
・　　　・

群馬県教職員財産形成

変更事項

預　　　貯　　　金

合 同 運 用 信 託
生命保険の保険料
損害保険の保険料

貯蓄の種別

・　　　・

・　　　・

異動年月日
※すでに非課税扱いの申告をしている

最高限度額の合計額

変　更　前 変　更　後

変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約

銀行 口座番号支店

千円

変
更
後

毎　　月 千円

期末
勤勉
手当

千円 変更後

１ ． 一 般 財 形

１．中断　　２．再開　　３．解約変更内容

２ ． 財 形 年 金

変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約

千円

１２月 千円

毎　　月 千円

変更前 非課税限度額

賃金
の支

所在地
名称

最高限度額

店　　舗

勤務先
所在地
名称

千円

１２月 千円

一般貯蓄

年金貯蓄

住宅貯蓄

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

届
出
印

昭和　　２
平成　　３

３ ． 財 形 住 宅

（金　融　機　関 用）

○○○

（所属長確認印）（いずれかを○で囲む）

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

連絡先電話番号

変更届（預入額等）

赤
城

性
別

変
更
前

千円

千円１２月
期末
勤勉

男　・　女

生　年　月　日

千円

※
変
更
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

契約取扱
金融機関

職員番号

氏名

フリガナ

○○○○

６月

２ ． 財 形 年 金

千円

期末
勤勉
手当

６月

変
更
前

１ ． 一 般 財 形

期末
勤勉

毎　　月 毎　　月千円

６月期末
勤勉
手当

６月

　赤城　　太郎

※職員番号を誤る
と、別の人から控除
されてしまいます！

期末
勤勉 １２月

毎　　月 千円
６月 千円

１２月 千円

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて
訂正印を押してください。

変
更
後

千円

※欄に記入し
た場合、所属
長は内容を確
認のうえ、１．
２．４及び５枚
目に所属長印
（公印）を押す。

押印日を記入する。

変更１

勤務先の長の印

変
更
後

変
更
前

住　　所

教

３

○○○

小学校

長の印

○○○

小学校

長の印

※欄 ：年金の変更届であれば、住宅で

申告している非課税限度額を記入



記載例６　　　　解約・中断・再開・廃止 例：財形年金、解約の場合。

　※日付欄に元号ない様式（平成30年度作成様式）では、「平成」等元号を手書きで記載してください。

　　「平成」と記載のある従前の様式についてはそのままお使いいただけます。

（別記様式第３号）

御中

(〒　　　　　　－　　　　　）

カ
ナ
漢
字

性
別

１．控除預入額の変更

２．控除、預入等の変更

◎解約金の振込指定口座（但し、生・損保のみ）

３．非課税限度額の変更 （財形年金・財形住宅の場合の変更時に記入してください。）

0 0 任命 2

貯蓄 申告書

４．事業主（賃金の支払者）・

店舗の変更 税務署長　殿 平成　　　年　　月　　日
　アカギ　　　　タロウ ※個人番号

店舗

※限度額変更･廃止の場合は個人番号の記入は不要です。

次のとおり申告します。

3 5 0 0 0 0 0 円 百万 万 0 0 0 0 円

2 0 0 0 0 0 0

店舗

法人番号 7000020100005

※欄に記載した事項は

事実と相違ありません。

変１教5/1

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください。
　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです。

名　称
平成○年○月○日

押印日を記入する

所属長は内容
を確認のうえ、
１．２．４及び５
枚目に所属長
印（公印）を押
す。

賃
金
の
支
払
者

所在地 財産形成貯
蓄の受入機
関の営業所

等

所在地
勤務先の長の印

名　称

賃金
の支
払者

所在地 ・　　　・

名　称 名称 ・　　　・

変更後は０円な
ので何も記入し
ない。

勤務先
所在地 ・　　　・

勤
務
先

所在地 名称 ・　　　・

名　称
最高限度額 ※すでに非課税扱いの申告をしている

最高限度額の合計額

店　　舗 ・　　　・
変　　更　　後

変更前の（現在
申告している）
非課税限度額を
記入。

賃
金
の
支
払
者

所在地

変更事項 変　更　前 変　更　後

異動年月日

生命保険の保険料

住所
損害保険の保険料

名　称

※一般財形は記入
不要。

変　　更　　前 フリガナ 預　　　貯　　　金

氏名
合 同 運 用 信 託

※中断、再開は記
入　　不要。

勤
務
先

所在地

千円

財産形成非課税 住宅
年金

限度額変更・異動
勤務先異動・廃止

届出印は１～５
枚目まで、もれ
なく押す。

貯蓄の種別

中断・再開は理由
をメモ書きする。
（例：非課税限度
額を超えそうなた
め）等

銀行 支店 口座番号

非課税で貯蓄し
ている財形年
金・財形住宅の
解約の場合は、
必ず記入する。

変更前 非課税限度額 千円 変更後 非課税限度額

２ ． 財 形 年 金 ３ ． 財 形 住 宅

変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約 変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約 変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約

６月 千円

該当する種別
の解約・中断・
再開に○をつ
ける。

１２月 千円 １２月 千円 １２月 千円

１ ． 一 般 財 形

変
更
後

毎　　月 千円
期末
勤勉
手当

６月 千円 期末
勤勉
手当

６月 千円 期末
勤勉
手当

１２月 千円 １２月 千円

変
更
後

毎　　月 千円 変
更
後

毎　　月 千円

毎　　月 千円

期末
勤勉
手当

６月 千円

１２月 千円

変
更
前

毎　　月 千円 変
更
前

期末
勤勉
手当

６月 千円
期末
勤勉
手当

６月 千円

支店支社
コード

貯蓄の種類
口　座　番

号又は契約

※職員番号を誤る
と、別の人から控
除されてしまいま
す！

１ ． 一 般 財 形 ２ ． 財 形 年 金 ３ ． 財 形 住 宅

変
更
前

毎　　月 千円

特に職員番号
は、誤りのない
よう確認し、正し
く記入する。

職員番号 所属コード 所属名 満　　　歳 男　・　女

契約取扱
金融機関

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

支店
支社

金融機関
コード

勤務先　 （　　　　　　）　　　　　－

氏名
届
出
印

生　年　月　日
届出印は１～５
枚目まで、もれ
なく押す。

昭和　２
平成　３

（所属長確認印）

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

太線の枠内は、
すべての項目に
記入する。

※
変
更
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

フリガナ 連絡先電話番号

住　　所
自　宅　　（　　　　　　）　　　　　－

変更１ 所属長は内容
を確認のうえ、
１．３．４及び５
枚目に所属長
印（公印）を押
す。

一般貯蓄

群馬県教職員財産形成 年金貯蓄 変更届（預入額等） （金　融　機　関 用）

住宅貯蓄 勤務先の長の印
（いずれかを○で囲む）

届出印

　赤城　　太郎 赤
城

　前橋市大手町１－１－１

限度額超過でも
積立を継続する
場合は、記入不
要。
申告書欄は解
約と同じ記入。

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて
訂正印を押してください。

届出日を記入する。 金融機関用であ
ることを確認

教

○○○

小学校

年金貯蓄

年金

○○○

小学校

長の印

２

３

廃止



記載例７　　　　転入 例：財形年金の場合

※財形年金・財形住宅の場合は、下の申告書欄に個人番号を記入してください！

※日付欄に元号ない様式（平成30年度作成様式）では、「平成」等元号を手書きで記載してください。

　　「平成」と記載のある従前の様式についてはそのままお使いいただけます。

（別記様式第３号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１．控除預入額の変更

２．控除、預入等の変更

◎解約金の振込指定口座（但し、生・損保のみ）

３．非課税限度額の変更 （財形年金・財形住宅の場合の変更時に記入してください。）

0 0 任命 2

貯蓄 申告書
４．事業主（賃金の支払者）・

店舗の変更 税務署長　殿 平成　○○年○○月○○日

　アカギ　　　　タロウ ※個人番号

店舗

※限度額変更･廃止の場合は個人番号の記入は不要です。
次のとおり申告します。

百万 万 0 0 0 0 円 百万 万 0 0 0 0 円
0 0 0 0

店舗

法人番号 7000020100005
※欄に記載した事項は

事実と相違ありません。

変１教5/1　24.8

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください（個人番号が記載された変更届を提出する場合、所定の送付状を添付してください。）
　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです

個人番号を記入
する。

以前は押印「必
要」と案内してい
ましたが、ここは
※欄に記載した
場合のみ押印す
ればよいため、
転入の場合は押
印「不要」です。

※一般財形は記入
不要

変更前（異動前）
と、変更後（異動
後）の所属名・所
在地、給与の支
払者名・所在地
を記入。

非課税で貯蓄し
ている財形年
金・財形住宅の
場合は、
必ず記入する。

賃
金
の
支
払

所在地

前橋市大手町１－１－１
名　称

群馬県教育委員会教育長

太線の枠内は、
すべての項目に
記入する。

特に職員番号
は、誤りのない
よう確認し、正し
く記入する。

賃
金
の
支
払

※職員番号を誤る
と、別の人から控
除されてしまいま
す！

※
変
更
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

期末
勤勉

変更前

氏名 届出印は１～５
枚目まで、もれな
く押す。

貯蓄の種類
口　座　番　号
又は契約番号

一般貯蓄 所属長は内容を
確認のうえ、１．
３．４及び５枚目
に所属長印（公
印）を押す。

○○小学校 ○○

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

連絡先電話番号

「転入」と記入する。

名　称

前橋市大手町２－１２－１

前橋市大手町２－１２－１

限度額変更・異動
勤務先異動・廃止

氏名

フリガナ

届出日を記入する。

転入

0000000000000

勤
務
先

所在地

前橋市○○町１２３
名　称

前橋市立○○小学校

変　　更　　前

前橋市教育委員会教育長
異動年月日

○○・４　・　１
賃金の
支払者

変　更　後

名称

所在地

所在地

届出印は１～５
枚目まで、もれな
く押す。

勤
務
先

名　称

所在地

前橋市教育委員会

貯蓄の種別

変　　更　　後

所在地

損害保険の保険料

・　　　・

○○・４　・　１

銀行

勤務先の長の印

前橋市大手町２－１２－１
前橋市教育委員会

最高限度額

○○・４　・　１

変更事項

　　　　　年　　月　　日

財産形成貯蓄
の受入機関の

営業所等

所在地

名　称

千円 変更後 千円

○○・４　・　１

勤務先

生命保険の保険料

変更内容

２ ． 財 形 年 金

変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約

３ ． 財 形 住 宅１ ． 一 般 財 形

１．中断　　２．再開　　３．解約

非課税限度額

１２月 千円

毎　　月 千円

預　　　貯　　　金

合 同 運 用 信 託

千円
１２月 千円

毎　　月

１．中断　　２．再開　　３．解約

毎　　月 千円

期末
勤勉
手当

６月 千円

変
更
後

住所

変更内容

６月 千円

１２月 千円

期末
勤勉
手当

年金
住宅

　前橋市大手町１－１－１

口座番号支店

※すでに非課税扱いの申告をしている
最高限度額の合計額

変　更　前

店　　舗

名称

非課税限度額

財産形成非課税

　赤城　　太郎

毎　　月 千円

男　・　女

千円

変
更
後

期末
勤勉
手当

６月 千円

１２月 千円

６月
１２月

銀　　　行・信用金庫・労働金庫
信用組合・保険会社・信託銀行

支店
支社

毎　　月 千円
期末
勤勉

６月 千円
１２月

（金　融　機　関 用）

生　年　月　日
赤
城

変更届（預入額等）

（いずれかを○で囲む）

年金貯蓄

住宅貯蓄
群馬県教職員財産形成

３７１ ８５７０
フリガナ

住　　所

変
更
前

契約取扱
金融機関

職員番号

１ ． 一 般 財 形

前橋市大手町１－１－１

千円 変
更
前

６月

変
更
後

届出日を記入する。

金融機関
コード

支店支社
コード

昭和　　２
平成　　３

２ ． 財 形 年 金

所属名

届
出
印

千円
千円

千円

０２７ ２２３ １１１１
０２７ ○○○ ○○○○

３ ． 財 形 住 宅

（所属長確認印）

△△△ □□□

届出印

赤
城

所属コード

変
更
前

期末
勤勉

毎　　月

性
別

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて訂正
印を押してください。

固定電話がない場合は、携帯番号を記入する。

前橋市大手町２－１２－１
前橋市教育委員会教育長

前橋市○○町１２３
前橋市立○○小学校

前橋市大手町１－１－１
群馬県教育委員会教育長

変更１

勤務先の長の印

教

○○○

小学校

長の印

※欄



記載例８　　　　転入（再任用）

　※日付欄に元号ない様式（平成30年度作成様式）では、「平成」等元号を手書きで記載してください。

　　「平成」と記載のある従前の様式についてはそのままお使いいただけます。

（別記様式第３号）

御中

　マエバシシ オオテマチ
（〒 － ） 自　 宅　（ ） －

勤務先　（ ） －
カ
ナ

ア カ キ ゛ タ ロ ウ

漢
字 赤城 太郎 ○ ○ １ ０ ２ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 満 歳

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１．控除預入額の変更

２．控除、預入等の変更

◎解約金の振込指定口座（但し、生・損保のみ）

３．非課税限度額の変更 （財形年金・財形住宅の場合の変更時に記入してください。）

0 0 任命 2

貯蓄 申告書
４．事業主（賃金の支払者）・

店舗の変更 税務署長　殿 　　　　　年　　月　　日

※個人番号

店舗

※限度額変更･廃止の場合は個人番号の記入は不要です。
次のとおり申告します。

百万 万 0 0 0 0 円 百万 万 0 0 0 0 円
0 0 0 0

店舗

法人番号 7000020100005
※欄に記載した事項は

事実と相違ありません。

変１教5/1　24.8

※１．２．３枚目を福利課へ提出してください
　 ４枚目は所属保管用、５枚目は本人控えです

【誤りの訂正方法】
該当箇所を二本線で消し、必ず届出印にて訂正
印を押してください。

固定電話がない場合は、携帯番号を記入する。

届出日を記入する。

変更１
所属長は内容を
確認のうえ、１．
３．４及び５枚目
に所属長印（公
印）を押す。

一般貯蓄

群馬県教職員財産形成 年金貯蓄 変更届（預入額等） （金　融　機　関 用）

住宅貯蓄 勤務先の長の印
（いずれかを○で囲む） （所属長確認印）

平成　○○ 年 ○○月 ○○日

太線の枠内は、
すべての項目に
記入する。

※
変
更
届
は
一
般
・
年
金
・
住
宅
財
形
ご
と
に
一
枚
必
要
で
す
。

フリガナ 連絡先電話番号

住　　所
３７１ ８５７０

前橋市大手町１－１－１
０２７ ２２３ １１１１
０２７ ○○○ ○○○○

氏名
届
出
印

赤
城

生　年　月　日
届出印は１～５
枚目まで、もれな
く押す。

昭和　　２
平成　　３

性
別

男　・　女
再任用後の新た
な職員番号を記
入する。

職員番号 所属コード 所属名 ○○小学校 ○○

契約取扱
金融機関 △△△ 銀　　　行・信用金庫・労働金庫

信用組合・保険会社・信託銀行 □□□ 支店
支社

金融機関
コード

支店支社
コード

貯蓄の種類
口　座　番　号
又は契約番号

※職員番号を誤る
と、別の人から控
除されてしまいま
す！

１ ． 一 般 財 形 ２ ． 財 形 年 金 ３ ． 財 形 住 宅
変
更
前

毎　　月 千円 変
更
前

毎　　月 千円 変
更
前

毎　　月 千円
期末
勤勉

６月 千円 期末
勤勉

６月 千円 期末
勤勉

６月 千円
１２月 千円 １２月 千円 １２月 千円

変
更
後

毎　　月 千円
変
更
後

毎　　月 千円

１２月 千円 １２月 千円

千円

期末
勤勉
手当

６月 千円 期末
勤勉
手当

６月 千円 期末
勤勉
手当

６月 千円

１２月 千円

変
更
後

毎　　月

変　　更　　前

１ ． 一 般 財 形 ２ ． 財 形 年 金 ３ ． 財 形 住 宅

変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約 変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約 変更内容 １．中断　　２．再開　　３．解約

預　　　貯　　　金

銀行 支店 口座番号

変更前 非課税限度額 千円 変更後 非課税限度額 千円

財産形成非課税
年金
住宅

限度額変更・異動
勤務先異動・廃止

貯蓄の種別

フリガナ 届出印

・　　　・

氏名
合 同 運 用 信 託

勤
務
先

所在地 生命保険の保険料

※すでに非課税扱いの申告をしている
最高限度額の合計額

住所
損害保険の保険料

名　称

賃
金
の
支
払

所在地

店　　舗

変更事項 変　更　前 変　更　後
異動年月日名　称

最高限度額

変　　更　　後

勤務先
所在地

所在地
名　称 名称

賃金の
支払者

賃
金
の
支
払

所在地
財産形成貯蓄
の受入機関の

営業所等

所在地

勤
務
先

所在地 名称

名　称
名　称

　　　　　年　　月　　日

「転入（再任用）」と記入する。

転入（再任用）

旧職員番号　：　２○○○○○ 定年退職前の職
員番号を枠外の
空欄に記入す
る。

勤務先の長の印

教

○○○

小学校

長の印

※欄


